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１　視覚障害者支援本部設置
令和６年能登半島地震の発生を受け、石川県視覚障害者協会では、金沢市視覚障害者地域生活支援センターと共に、石川県が進める災害対策に協力すること、能登地区自治体が取り組む活動に協力することを目的に、視覚障害者支援本部を設置し、視覚障害のある被災者への支援に取り組んできました。

２　これまでの主な取り組み
主な支援活動は、視覚障害のある被災者の安否確認と支援に必要な情報収集に始まり、1.5次避難所における支援、書類の代筆・代読支援などの２次避難先における支援、災害見舞金の取り扱い、公費解体手続き支援、医療機関退院や仮設住宅入居に向けての支援などがあげられます。

３　被災地で働く和倉温泉マッサージ師支援活動
今回の地震により、和倉温泉のホテルや旅館は大きな被害を受け、休業を余儀なくされ、和倉温泉で働くマッサージ師は働く場所を失いました。
そこで、視覚障害者支援本部では復興に向けて、被災した視覚障害のある和倉温泉マッサージ師が働くことができるよう、石川県が実施する地域コミュニティ再建事業に参加し、送迎などの支援活動をおこなっています。
これまでに５０回送迎を行い、延べ１５８名の和倉温泉マッサージ師が被災地を訪問し、公民館や集会所で働くことができました。

４　石川県代筆・代読支援員派遣事業開始
石川県では、令和２年から代筆・代読支援員の確保を目的に、人材養成研修を実施しています。さらに、今回の地震発生に伴い、代筆・代読支援活動の必要性が認識されました。
そこで、石川県では災害に備えて全国にさきがけて都道府県レベルで、代筆・代読支援員の派遣事業を令和７年度から開始することとなりました。
石川県視覚障害者協会では、石川県から委託を受けて「代筆・代読支援員派遣事業」を昨年４月から実施しています。

５　災害に備えての取り組み
視覚障害者支援本部では、地震発生以来、毎年災害に備えての研修を地元金沢市の協力を得て定期的に開催しています。
また、災害に備えて、視覚障害者協会では団体の組織強化と新たな利用者を増やす取り組みを進めることが求められています。具体的には視覚障害者相談事業の充実など魅力あるサービスの提供ができるよう、事業運営に努めることが必要です。
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